








　国際経営に関する研究は, Bartlett,C. A. & S. Goshalの実証研究以来，
ほとんど理論的な進展をみていないといっても過言ではない1）。彼らの研
究は，今日でも国際経営論研究の主流となっている。とはいえ,Bartlett,























































































































































































































































































































くりは，まさにBartlett,C. A. & S. Goshalが指摘するトランスナショナ
ル企業への途上にあるといえるのである。
― 136 ―
　　Jonsson (1998)があるので参照せよ。
6)統合のために何らかの仕組み，仕掛けが求められるのは，単に効率性の追求
　　からばかりでなく，創造性の実現のためにも不可欠である。たとえば, Schein,
　　E. H.(1985)は，制約のないところに組織的な創発は起こらない。ある意味
　　での制約があってこそ，組織のなかに創発的な行動が生まれる。適切なルー
　　ルを作ることで，その行動を望ましい方へ導くことができるのであると指摘
　　している。
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